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さまざまな生き方を送ってきた
人たちとの出会いが
私をジャーナリズムの世界へ導きました。

入社後2年、東京支社でのCMセールスの業務を経て、本年度7月

に本社報道局へ転属となった吉川元基さんは、かねてから報道記者

を目指していました。現在は遊軍として、事件や災害をはじめイベント

までジャンルに関係なく取材に走っています。時には政治的な問題や

デリケートな問題にも直面しますが、真剣に取り組み、結果として取材

先に喜んでもらえることが、やりがいになるそうです。

吉川さんが記者になりたいと思ったのは大学生のころ、関大近くの

アパートでの暮らしが原点。６畳一間で、浴室、洗面、トイレなどは共同

というそのアパートは家賃の安さもあり、幅広い年齢層の人たちが

60人ほど共に生活していたとか。居住者に学生は少なく、貧困に苦し

む人や生活保護受給者など、さまざまな事情を持つ人々がたくましく

生きている姿に、吉川さんは心を揺さぶられました。その経験は今、

「大学時代に味わった世界観を1時間のドキュメンタリーとして制作し

たいと思っています。貧困や、その中での生きる希望など、暗くなりが

ちなテーマを言葉や表情などを通して、人としての力強さに満ちた、

どこかユーモアも感じられるものにしたい」という夢に進化しています。

「記者を目指す人には、新聞をできれば数紙、読んでほしい」と、物事

を知り、情報を得ることの大切さをアドバイスしてくれる吉川さんの

アンテナは、外出先でも、休日でも、どこかにテーマはないものかと休

むことなく、常に張り巡らされているのです。

携帯電話、スマホ、筆記用具はもちろん、どこでも原稿を書けるようノー
トPCは必需品。取材先などと交換することが多い名刺は、普段は２つの
名刺入れで使い分け。

放送業界／報道記者

都市災害対策の歴史から、災害特性と対策技術を考察する。

専門演習に向け２年次生を対象に、変化していく災害の形とその対策技術の歴史をひ

もとき、都市の安全性を保つための対策手法の内容と課題を、被害予測・土木計画・行

政計画・都市計画など多面的な観点で講義。都市安全の現状把握や災害対策の全体像

を捉える知識の習得を目的とするのが、越山健治准教授の授業「都市災害対策論」です。

具体的には関東大震災、戦災、伊勢湾台風や阪神・淡路大震災、そしていまだ記憶に

新しい東日本大震災など大きな災害が、都市に住む人々の暮らしにどのような影響を

与え、その後の災害対策を含め、都市自体にどんな変化をもたらしたかを時代を追って

考察します。「この授業で学生が自分なりに都市の持つ危険性・安全性を読み解けるよ

うになり、身近な都市の災害に対する施策を知るなど、日頃から意識できるようになれ

ば」と越山准教授は言うのです。ややもすれば住民さえ忘れている地域の災害の歴史。

自然との共存にはどうしてもリスクが内包されており、たとえ過去や他都市での災害や

被害を参考にして被害予測をし、災害対策を講じたとしても限界はあります。だからこ

そ、学生には過去になされた災害対策の多くの要素を組み合わせ、多方面から検証で

きる力を持ってほしいそうです。そのために学生の反応を観察し、被害予測など関心が

高く興味深く聴いている部分については話を広げ、時には脱線を交えながら講義をし

ているのだとか。

くしくも東日本大震災が発生した2011年から始まったこの授業。来年度からは講義

名を変えて開講されるということですが、越山准教授の望む「都市・地域との関わりの

中で、災害対策を少しでも意識し、理解・発展するための知識として生かすことのできる

人材の育成」は変わらぬ目標なのです。
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「都市災害対策論」
越山健治 准教授

生後４カ月の時に西宮で阪神・淡路大震災を経験し、周囲
からずっと被災体験を聞いて育ちました。東日本の震災を
機にさらに、地震について学びたいと思ったのが、この授
業を選択した理由です。

山村紀香さん（2年次生）

昨年の台風の時、地元枚方で淀川がもう少しで氾濫しそ
うになったのを目の当たりにして危機感を覚え、この授業
を選びました。「日本の都市防災対策」や「日本の街の抱え
る課題」を学びたいのであれば、この授業がお薦めです。

今泉堅吾さん（2年次生）

都市災害の歴史を振り返り、現在の都市災害対策の手法と課題を理解。
さまざまな角度から災害対策の知識を習得します。

ある1日の
スケジュール

災害が起こるたび、都市災害が
クローズアップされ、その対策
について見直される機会が多い
中、「都市が過去にどのように安
全維持を実現していたのか」、
「現在の都市の持つ課題」、そし
て「将来の都市災害対策のアプ
ローチ」について知識を深め、学
びたいと思う人に、受講してもら
えればと思います。

社会安全学部
越山健治 准教授
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